
インフルエンザや様々な感染症が流行す

る時期です。少しでも「調子が悪いな」と思

われたときには無理をせず、登園を見合わ

せ、受診してください。発病した場合は必ず

医師の指示に従ってください。幼稚園への

電話連絡もお願いします。幼稚園は集団生

活の場になります。感染拡大防止のご協力

よろしくお願いします。 

       

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

      

 

 

令和８年２月 富田林市立伏山台幼稚園 

【育てたいこと】 
《３歳児》 ＊教師や友達と一緒にごっこ遊びを楽しんだり、いろいろな表現遊びに親しんだりする。 

＊教師や友達と戸外で体を動かして遊ぶことを楽しんだり、冬の自然に関心をもったり
する。 

《５歳児》 ＊友達と共通の目標に向かって取り組み、協力したり工夫したりして遊びを進める。 
＊寒さに負けず戸外で存分に体を動かして遊ぶ。 
＊自然の移り変わりに興味や関心をもって生活する。 

 

２月生まれのおともだち  

 

 
6歳になります 

 
  一人います 

  

もうすぐ立春を迎えます。暦の上では春の始まりとされていますが、寒さはまだしばらく続きそうで

す。 

 さて、園で育てているブロッコリーや大根など順次収穫の時期を迎えて持ち帰っていただいていま

すが、お家で料理し食べてみられましたか。育てている中で、「こんなふうに大きくなるんだ」「キャベ

ツが丸くなってきた」など生長の過程の不思議さや感動、喜びを感じています。園での給食の様子

を見ていると個人差はあるものの少しずつですが、苦手なものを食べてみようとする姿があります。

先日の食育講座（栄養士の先生から、バランスよく食べることの大切さについて紙芝居をしながら

話もしていただきました）では、秋に収穫したサツマイモを使って大学イモを作りました。子どもたち

は順番に、切ったサツマイモをホットプレートに並べ、砂糖をまぶしてクッキングに参加したり、クッキ

ングの様子を見たりしました。（砂糖は実際に一つまみ食べてみて、甘さを味覚で感じていました）

できあがり、食べてみると、大学イモは甘くて、ホクホクしてサツマイモが苦手な子どもも「おいしい！」

と喜んで食べる姿がありました。クッキングに参加することで、『自分が作った』という意識ももつこと

ができ、食べてみることができたのではないでしょうか。ぜひ、お家でもお子さんと一緒に会話をしな

がら、クッキングを楽しんでほしいと思いました。食への興味や食べることへの意欲につながることを 

願っています。 

保育室では「生活発表会（劇ごっご）」に向けての取り組みが始まっています。各クラスがそれぞ

れの年齢に応じてイメージをふくらませ、話し合い、子どもたちの思いを大切にしながら、お話しづく

りに取り組んでいます。一人一人が輝ける『生活発表会』になるようにしていきたいと考えています。

一年の『集大成』としての生活発表会を通してクラスみんなで表現することの楽しさや自信、充実

感を味わい、次のステップにつながることを願っています。             園 長   石田 尚美 


